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○潮来市水郷旧家磯山邸の設置及び管理に関する条例施行規則 

平成３０年３月３０日 

規則第６―９号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、潮来市水郷旧家磯山邸の設置及び管理に関する条例（平成３０年条例

第１号。以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（使用時間） 

第２条 水郷旧家磯山邸（以下「水郷旧家」という。）の使用時間は、午前１０時から午後

５時までとする。 

２ 指定管理者に水郷旧家の管理を行わせる場合においては、指定管理者は、市長の承認を

得て、使用時間の変更をすることができる。 

（休業日） 

第３条 水郷旧家の休業日は、次のとおりとする。 

（１） 毎週月曜日。ただし、月曜日が休日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律

第１７８号）に定める日。以下同じ。）の場合は、その日以後の直近の休日でない日と

する。 

（２） 休日の翌日。ただし、休日が連続する場合には、その日以後の直近の休日又は土

曜日若しくは日曜日でない日とする。 

（３） 年末年始（１２月２８日から翌年１月４日まで） 

２ 市長は、特に必要があると認めるときは、休業することができる。 

３ 指定管理者に水郷旧家磯山邸の管理を行わせる場合においては、指定管理者は、市長の

承認を得て休業日の変更をすることができる。 

（使用許可の申請） 

第４条 条例第１１条第１項の規定に基づき、施設等を使用しようとする者は、潮来市水郷

旧家磯山邸使用許可申請書（様式第１号）を市長又は指定管理者（以下「市長等」とい

う。）に提出しなければならない。 

（使用の許可） 

第５条 市長等は、前条の使用の許可申請について適当と認めたときは、使用の許可を決定

し、潮来市水郷旧家磯山邸使用許可書（様式第２号）を申請者に交付するものとする。 

（使用料の減免） 

第６条 市長は、条例第１４条の規定に基づき、次の各号に該当すると認めたときは、使用
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料を減免することができる。 

（１） 潮来市が主催する行事の場合 免除 

（２） 前号に掲げるもののほか、市長が特に必要があると認めたとき。 免除 

２ 使用料の減免を受けようとする者は、潮来市水郷旧家磯山邸使用料減免申請書（様式第

３号）を市長等に提出しなければならない。 

３ 指定管理者に水郷旧家の管理を行わせる場合は、第１項第２号の規定の運用について

は、市長の承認を得なければならない。 

４ 市長等は、使用料等の減免を許可したときは、潮来市水郷旧家磯山邸使用料減免許可書

（様式第４号）を当該申請者に交付するものとする。 

（補則） 

第７条 この規則に定めるもののほか、水郷旧家の管理及び運営について、必要な事項は、

市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 
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様式第１号（第４条関係） 

様式第２号（第５条関係） 

様式第３号（第６条関係） 

様式第４号（第６条関係） 


